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第１章：問題の所在と背景	

1.	 問題の所在	

	 乳幼児のアタッチメントの形成には,	母親の適切な応答が不可欠である。Bowlby(1969)

のアタッチメント理論では,	親が子どもを受容する態度や,	子どもの欲求に対しどの程度

敏感に応答するかという親の養育態度などから子どもの愛着が規定されると述べられてい

る。核家族化が進み,	育児経験や育児サポートが少ない中で,	母親の育児不安がアタッチ

メントに関係しているという研究がある。一方で,	近年の社会変化としてスマートフォン

に代表されるモバイル端末の普及があり,	多くの母子が日常生活の中で利用している。モ

バイル端末を含むインターネット利用に関するデータ（ベネッセ,	2018.	橋元ら,	2018.	内

閣府,	2017）	はあるが,	現段階ではこれらの使用と育児に関連した先行研究は少ない。	福

田ら（2018）によると,	幼児にスマートフォンを使用しない親の方が抑うつ傾向は高いと

いわれる。また,	山本	(2015)	は,	保護者のインターネット依存傾向が,	直接的にも間接

的にも（自身の睡眠問題そして子どもの睡眠問題を介して）子どもの情緒的・行動的困難

さに影響する可能性を示唆している。	

	

第 2 章：研究方法	

2.1	 目的	

問題の所在で述べられたことを踏まえ,	本研究の目的は,	母子間の相互作用によって

築かれる母子のアタッチメントに,	現在の育児環境として加わったモバイル端末の使用や

母親のインターネット依存傾向,	育児ストレッサーが関連するのかを明らかにすることで

ある。	

	

2.2	 対象と方法価	

	 調査期間は 2018 年 2月〜3月で,	本研究の調査実施を承諾した関東地方の A保健所にお

ける 3 歳児健診対象児の母親のうち了解が得られた 205 名の母親を対象に質問紙調査を

行った。質問紙は,	「母親の年齢」,「	母親と子どもの接触時間」,	「母子それぞれのス

マートフォン使用時間」,	「インターネット依存度テスト」（Young,	1998）,	母親の育児

ストレスを測定する「育児スレッサー尺度」（吉永ら,	2006）,	母親の子どもへのアタッチ

メントを測定する「産褥期母親愛着尺度」（Nagata	et	al,	2000）を用いた。なお,	本研究

は桜美林大学研究倫理委員会の承認を得ている（2018 年 2 月承認,	承認番号 17036）。	

	

第 3 章：結果と考察	

3.1	 結果	

	 質問紙は 205 名に配布し,	このうち 104 名から回答が得られた(回収率は 51%),	そのう

ち 100 名(有効解答率は 96.1%)を分析対象とした。母親の平均年齢 36.70 歳（SD4.99）,	母

親のモバイル端末使用時間平日 2.18 時間（SD2.12）,	休日 2.00 時間（SD4.65）,	子ども

のモバイル端末使用時間平日 0.48 時間（SD0.63）,	休日 0.75 時間（SD9.75）,	「インター

ネット依存度テスト」の合計得点平均 26.30（SD6.79）,	「育児スレッサー尺度」の下位

尺度である子育て困難感平均 1.94（SD0.57）,	サポート不足平均 1.64（SD0.66）,	育児不

足と技術不足平均 1.61（SD0.60）,	育児による拘束平均 2.06（SD0.60）,	「産褥期母親愛
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着尺度」の下位尺度である子どもへの愛情平均 3.08（SD0.52）,	子どもへの関心平均 3.67

（SD0.45）,	子どもへの不安平均 2.29（SD0.49）であった。因子分析の結果,	「育児スト

レッサー尺度」は 4 因子,	「産褥期母親愛着尺度」は 3 因子となった。相関分析の結果か

らは,	モバイル端末の使用については,	子どもの休日使用時間が長いほど,	子どもへの愛

情が有意に低い傾向が示唆された。また,	インターネット依存傾向が強いほど,	育児スト

レッサ―尺度の子育て困難感得点や育児知識と技術不足得点や育児による拘束得点が有意

に高く,	産褥期母親愛着尺度の子どもへの不安得点が有意に高く,	子どもへの関心は有意

に低いことが示唆された。育児ストレスとアタッチメントに相関がみられた。また,	自由

記述には,	スマートフォンなどを子どもに与えることに戸惑いを感じながらも使用させて

いる母親の意見が複数あった。	

	

3.2		考察さ	

	 本研究において,		アタッチメントとモバイル端末使用には相関は見られなかった。	

しかし,		インターネット依存傾向と産褥期母親愛着尺度の下位項目である「子どもへの不

安」とは正の弱い相関があった。一方,	インターネット依存傾向と育児ストレッサー尺度

の下位項目「子育て困難感」,	「サポート不足」,	「育児知識と技術不足」,	「育児によ

る拘束」の 4 因子とは全て正の弱い相関が見られ,	インターネット依存と育児ストレッ

サーとの関連が示唆された。母親の育児ストレッサーを減らすことが,	母親の育児への一

助となり,	母子間の相互作用に好影響を与えると考えられる。	

（キーワード：アタッチメント,	育児ストレッサー,	スマートフォン使用）	

ことが不可欠である。人は人を評価する,	しかし人間の主観を「ゼロ」にすることができ

ない。したがって,	評価者は会社のルールに従い,	表面的には評価する。実は今まで上司

好き嫌いによる評価して,	昔の評価制度と同じ,	現状はいまだに変わりがない。不透明な

評価は人のやる気を失わせる上に,	不公平感や信頼感を失うなどマイナスの感情も職場に

伝播させる。業績に影響を与えるのも時間の問題である。一方,	公平な評価は人のモチベー

ションを高め,	さらに上のレベルを目指し,	経営の安定という結果になる。公正で納得性

の高い評価が存在すれば,	社員のモチベーションも維持し続けることができるである。	

ここまで見てきたような人事評価の重要性と評価制度の問題をすると,	その問題にた

いして,	どのような改善すれば,	人事考課制度はより健全できるかは課題である。人事考

課制度
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